
学校番号 
206 

令和２年度 芸術 [音楽] 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 高等学校教科書音楽Ⅰ「MOUSA②」（教育芸術社） 

副教材等 The Basics of Music （教育芸術社） 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

■「歌唱」「器楽」「創作」「鑑賞」の 4 つの分野を一年間通して学習します。特にこの

講座では後期に「創作」活動に重点的に取り組みます 

■学習の到達度は、授業で配布するワークシートやワークブック、実技テストで評価し

ます。 

■音楽の学習は、クラスメンバーとともに実際に体験してみて、試してみてこそ価値あ

るものとなり、感性が豊かになります。 

■音楽が生涯ずっと、皆さんの心の支えとなり、生きる力の原動力となることを願いま

す 

2 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性

を高め、創造的な表現と鑑賞能力を伸ばし、音楽文化への理解を深める。またグループ

活動により、問題解決学習能力の取得も目指す。 

 

 

 

 

 

 



3 学習評価（評価基準と評価方法） 

観点 a.音楽への関

心・意欲・態度 

b.音楽表現の 

創意工夫 

c.音楽表現の技能 d.鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化 

に関心を持ち、

歌唱、器楽、創

作、鑑賞の学習

に主体的に取り

組もうとする 

音楽要素を知覚し、

それらの働きを感受

しながら、歌唱、器

楽、創作、の音楽表

現を工夫し、それぞ

れの活動に表現意図

を持っている。 

 

創意工夫を生かし

た音楽表現をする

ために必要な歌

唱、器楽、創作の

技能を身につけ、

創造的に表現出来

ている。 

音楽の諸要素を知

覚し、それらの働

きを感受しながら

楽曲や演奏を解釈

し、音楽的理解を

深め、良さや美し

さを創造的に味わ

っている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

ワークノート 

観察 

ワークシート 

ワークノート 

演奏の聴取 

作品提出 

観察 

ワークシート 

レポート 

上に示す観点に基づいて学習活動ごとに評価し、学年末に 5 段階の評定にまとめます。

学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 学習の活動 

学期 題 

材 

名 

 

学習内容 

主な評価 

の観点 

 

題材の評価基準 

 

評価方法 

a b c ｄ 

前期 

中間考

査まで 

ア
カ
ペ
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

 

ドラゴン

クエスト

序曲 

アンパン

マンのマ

ーチ 

グループ

活動 

 

○ ○ ○  a 歌う喜びを味わい、歌唱に主体的に取

り組もうとしている。 

ｂ声楽小アンサンブルに不可欠な技能

を習得し、それを実技に生かすことが出

来る 

ｃ自分なりのイメージを持って強弱、旋

律の特徴を生かして歌う 

 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ワークノート 

前期 

期末考

査まで 

ギ
タ
ー
弾
き
語
り 

Tears In 

Heaven 

糸 

○ ○ ○ ○ A 既習したギターの特性を再認識し、そ

の持ち味を生かした活動に主体的に取

り組む 

ｂギター演奏と歌唱、二つの要素が自分

の演奏内容向上に応用できる 

ｃ音楽を形作る要素を楽譜より理解し、

それを表現に生かすことが出来る 

ｄ同じ「糸」の違う演奏を鑑賞し歌い手

による表現法、持ち味が異なり、独自の

表現法を醸し出すことを理解する  

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ワークノート 



後期 

中間考

査まで 

楽 

典 
 

 

創 

作 

基 

礎 

鑑賞（卒業

生作品も

含む） 

楽 典 

作曲法 

作詞法 

（独自プ

リント使

用） 

○ ○ ○ ○ a 音楽理論の学習実習とはなるが、生徒

の主体的活動の側面を失わぬよう配慮

する。 

ｂあくまでも創作活動の骨組みとして

の理論実習、学習活動であることを認識

させる。 

ｃ今までに音楽授業で身に着けた基礎

技能を再確認し、それを生かした創作の

表現を目指す。 

d 優れた演奏家の演奏を聴くだけが鑑

賞活動ではなく自分と同年代の過去の

生徒やメンバーの作品、演奏を自主的主

体的に鑑賞することが出来る 

観察 

演奏の聴取 

ワークノート 



学 年 末

考査 

まで 

創 

作 

活 

動 

（
発 

表
） 

グループ

による作

詞、作曲ア

レンジ 

楽譜制作 

演奏練習 

 

○ ○ ○ ○ A グループメンバーの個性や能力を認

識、尊重しつつ主体的に創作活動に取り

組む 

b 旋律、伴奏のそれぞれの役割、持ち味

を生かし、積極的表現が出来る 

c 自分たちの作品の曲想や歌詞の意味等

を感じ取り、イメージを持って演奏する

ために必要な歌唱の技能を身につけ、協

力し合い創造的に表現できる 

d 優れた演奏家の演奏を聴くだけが鑑

賞活動ではなく自分と同年代のメンバ

ーの作品、演奏を自主的主体的に鑑賞す

ることが出来る 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ワークノート 

通 年 鑑 
 

賞 
年間通じ

て毎時冒

頭 10分「ノ

ンジャン

ル 10 ミニ

ッツ」とし

て鑑賞す

る 

○   ○ a 一年次より続けてきたこの活動の趣

意を理解し、協力的、主体的な位置で鑑

賞活動が出来たか 

ｄ音楽を形作っている要素、それぞれの

音楽ジャンル、演奏形態が持つ独自性や

民族性、歴史的背景等にも思いを馳せな

がら創造的に鑑賞できているか 

観察 

ワークシート 

ワークノート 

 


